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学 長 黒 田 一 ・
L!Amorechemoveilsoleel/altrestelle
-DivinaCommedia ,Paradiso,CantoXXXIII
第5回 の卒業生誕生の時が来た。規定 の履修課程 を終
え卒業要件 を満た して・めでた く医学士 と称することが
で きるのである(学 則第7章 第26条)。 人生における大
切 な、短 かくない期間 を,諸君がこれから母校 と呼ぶ ・わ
が旭川医科大学で、いわば胎生期 として過 し、期満 ちて
学校 から社会へ職 業人 と して生れでるのである。諸君 を
待 ち構 えていた実社会 は新 らしい成員の誕生 を迎 えて喜
びあふれてお祝す るので ある。
その ような比喩は とにかく、新卒諸君 に、思い浮ぶ一 ・
二 を述べて送 る言葉 としたい。
大学 には教育基本法 と学校教育法 とがあ り、設置基準
があ り、学則 があり、学生準則 があり、その他 もろもろ
の きまりがあって、それを実行するための施設 と教職員
組織 が用意 され、勉学 と学生生活の内容 を保つよ うにな
っている。卒業生諸君にとって卒業要件 を満たすのは、
相当多忙 な日々で あったに違いない。 それにしても、大
学では一体何 を したのであったか、 また逆 に何 をしなか
ったのかとい う問 と反省 は起 るのではないだろうか。
かって教授職 にあった88歳 の老文学者が述懐す るのを読
んだ。「今88年 をこの 日本 という国に生 きて、何が一体、
我々に欠けているかと考えてみ ると、 それはくモラル〉
だ と答 えるのに私 は鋳躇 しない。昔 は孔孟 の教 えとか皇
道精神 とやらもあったけれども、,.の我々 には果 していか
なるモラルの拠 りどころがあるのか。民主主義国 ともなれ
ばそんなものは一切 いらないのか」と述べ てお られた。私
達は驚 くほ ど発達 した技術社会のなかで、現在の医学 を
学んでい るが、その変転 の激 しさに驚 くと同時 に、医学
校 で心の問題 を技術面でな くて根本 において取扱 うこと
はできないことに気付 く。社会のモラルの欠如傾 向も、
教育 が技術文化に片 よっている当然の帰結 では ないであ
ろ うか。過去において開発 された人間生存 のための英知
のすべてを学校 で伝承で きるとは限 らないことである。
大切 なことでカ リキュラムになかったことがある。その
ことを新卒者は覚 えていてほ しい。これか ら遅ればせな
がら勉強す ることは沢山あ るのである。
卒後 の コー ス に何 を選択す るか。 これも難 しい こと
で ある。学生諸君一人一人 について何 がふ さわしいか決
めて くれるよ うな特定の仕組は ないので ある。研究者の
道 を択ぶ か、臨床家 にな るか、専門医 を目指す か、一般
医 になるか。専門指向 といいなが らも何科 に入 った らい
秀
いの か。自己の天職 があるに違いない。 しかし、納得の
い くものが見当 らないといって、困惑する若者 も少 くな
いよ うである。 これに対す る答は一つあって一つ しかな
いと私には思 われる。それは心理 テス トとか家庭の経済
状態 とか係累の職業 とかの諸因子 をコンピュー ター分析
して決めるのではないのである。内村鑑三 が書いている
「天職 とは、天或は神 が我等各 自に授 け給 うた職であ り
ます。故にこれは天 または神 を識 らず して識 ることので
きるものでないことは明 らかであ ります。天 に事へ、自
己の職分 を全 うし、恭謙以 て命 を終へん と欲す る者 にの
み天職は示 さるるものであ ります」 このこ とは有名無名
の人 々の伝記 をケース ・スタデ ィと して見れば、その通
りであることが分かるであろう。その 日その日の生 に対
す る謙譲 な態度のなかに進路 は啓示 され るのである。 こ
の偉大 な説教者のい うように 「予め見附けて置いて然 る
の ちに之 に従事 しよ うと思 う人は終生その天職 に入るこ
とのできない人であ ります」 だか ら、ため らうことなく
今いるところに精 を出して天職の人になって欲 しい と思
う。
以上2つ のことを学窓の若人 を送 り迎 えするたびに思
い浮べ るのである。この2つ に共通 して云 えることは,
どちらも論理的 な話では ないとい うことで ある。学門の
府は論理の場 である。どんな問題 も徹底論議 を重ねれば
解決で きないことはない。それを放棄 してはならないと
云 われる。 その通 り、論理 は人間の理性 に基づ く、他者
や 自己に対する言語認識の手続で、それ自体誤謬はあ り
得 ないことである。 しかし、その人間の論理 を支えるも
のは何 であるのか。
わた しは、これ以上舌足 らずの 自説 を押 しつけるつも
りは ないが、人間の論理 を支えるものは、天 とい う言葉
でも表わ されるよ うに、超越者 と自己 との関係の自覚だ
ろ うと、秘 かに思 うのである。
最後にダ ンテ神曲天堂篇の結 びの章句を掲げたい。
「わた しの幻想の力は、この高みには及ばなかった。 し
か し、わた しの願望 と意志 とはすで にめ ぐっていて、そ
れを動か したものは、 さながら同 じようにまわる車輪の











石 井 兼 央
卒 業生諸 君 、 な には と もあ れ月 並み な言葉 だ が こ卒 業
おめ で と う"と まず 申 しあ げ たい,6年 前 か ある いは6
年以 ヒ前 に諸 君 が医 学 の勉 強 に期 待 、希望 と ・抹 の 不 安
も あっ たか も知 れ な い が胸 をふ く らませ て本 学 に 入学 し
たで あ ろ うが、今・日晴 れ や か に卒 業証 書 を授 与 され 、医 学
i:にな られ た こ とは やは りお めで た い こ とで ある。 諸 君
達 よ りはむ しろ諸 君の 御家 族 の 方 々 に とっ て感慨 深 い も
の がお あ りで あろ うと推察 す る。6年 間 の勉 強 、臨 床 実
習 は 長 か った ろ うが 、 今 日の時 点 で 考 え ると あ ま り長 い
とは思 え ない とい う心 境 の 人 もい るで あろ う。 とも か く
諸 君 が医学 部医 学科 の 過 程 を今 日で終 了 された の で あ る。
5・6学 年 の2ケ 年学 年担 任 であ っ た私 と して も学 年 の
大'トが 卒 業 とい う一・段 階 を ク リア され た ことは 嬉 しい こ
と であ るが 、 ・面 で は 止直 に い えば 、ホ ソと して い る心
境 で もあ る、諸iFの 心 の 中 で は今 日の喜 び に ひた り切れ
な い ものが あ るの で は ない だ ろ うか。 いわ ず と知 れ た4
月の 医師 国家 試 験 の こ とが あ る か らで あろ う。 諸 君の 本
当の 嬉 しさは国 家 試験1こ合格 して 医師 免 許証 を手 中 に し
た時 で あ ろ うと思 うふ しが あ る か らで あ る。 医 師 免許 証
を得 るこ とを決 して最 終 的 な 目標 と考 えて い る人 は少 い
こ とだ ろ うと思)が 、 ほ とん どの 諸 君 に とっ て医学 科 課
(過)程 の11X終 的 な試 験 で あ る こ とは現 実 で あ る。 今 日の
卒 業式後 、 短期 間 の頭 脳冷 却期 間 をお いて ま た、 ひ とふ
んば りを して ほ しい の は、学 年 担任 と して の最 後 の願 い
つ
で もあ る、,諸君、 套ぶ時 は 大 い に喜 び な さい。 そ して努
力す べ き時 は精 一杯 努 力 しな さい。 門 は叩 け ば必 ず開 か
れ るの だ,、
担'liと して の2年 間 をふ りか え って み る と 、諸 君 の ク
ラスは 、 なか な かお 面 白 い特 色の あ るク ラス で あっ た よ
うに思 う、5年 に進 級 して ま もな く クラ スコ ンパ が あ っ
た し、 率 業試験 の 最終 日の コ ンパ まで4回 の ク ラ スコ ン
パ が あった 。 いつ も出席 者 が 多 く賑 や かで あ った。 この
よ)な こ とは珍 ら しい ので は な いか と思 う。 ビー ル を飲
ん で、 わ いわ い ガヤ ガ ヤ"お だ"を あ げ る連 中 が た また
ま集 った ク ラス なの か も知 れ な いが 、 ク ラス の ほ ぼ全 員
が よ くま と まって仲 が よ く(例 外 もあ った よ うだ が)協
調性 に寓 み 和 や かな ム ー ドを もって い る こ とは悪 い こ と
で は ない と思 って い た。 諸 君 は ご く近 い将 来 に医 師 と し
て研'hと しての 歩 を踏 み だす の だ が、極 端 な自 己主
張 、利 己i義 的 傾 向 は医 師 、研 究 者 と して の将 来 の成 長
を防 げる であ ろ うか ら、諸 君 全体 の 雰囲 気 は大 変結 構 な
ことで あ る と少 々感心 してい た。 しか し、一 方 で は何 事
につ け安 易 な協 調 、 妥 協 も諸 君 の成 長 に とっ て好 ま し く
ない こ とで あろ う。 諸 君一 人 一 人 に臨 床 実習 で接 して み
て も夫 々 自覚 、節 度 の あ る成 人 で あ った か ら全 くの私 の
老婆心 に す ぎな いの であったと思 うし、学 年 と しての 諸 君
の ま と ま りは 卒 業後 も大 い に生 か して いっ て ほ しい 。 諸
君の..・人 ・入は将 来進 まれ る道 は夫 々違 うで あ ろ うが 、
同 級 生 と して お η二い に協 力 し合 うこ と もあ る ことだ ろ う。
つ い で に かた い こと をい うと、 諸 君 は今 後 、 どの分 野 に
進 まれ て も広 い心 で 謙 虚 な気 持 ち をも ち続 け るよ うに心
がけ る と同 時 に、 自分 の 良心 に従 っ て学 生 時 代以 上 に、
(?)真 剣 な努 力 を積 み重 ね て 人 間 と して も、専 門 的職 業
人 と して も成 長 すべ く、 卒業 に あた っ て改 め て 考 えて ぽ
しい とmう 。
諸 君 も1`分 承 知 して い る こ とで あ る が医 学 の進 歩 は 文
字 どお り日進 月 歩 で あ る、,医学 に携 わ る者 に とっ ては 卒
業 後 の 努 力 が絶 えず続 け られ なけ れ ば社 会 の要 請 す る良
心 的 な医療 、 医 学研 究 が期 待 しが た いの が現 実 で あ る、,
生 涯 教 育 、Medicineisalong-lifestudyと い われ る
のは 決 して誇 張 した表 現 で は ない こ と も今 日の現 実 で あ
る。 医 学 の分 野 だ けで は な く他 の 自然 科 学 、 人文 科 学 で
も同 じ こと で あ るが、 医学 は入 間 を対 象 と した科 学 で あ
る こ とか ら社 会 は よ りきび しい眼 で諸 君 をみ る こ とで あ
ろ う。
つ い で に も う一つ 、 かた い こ と を申 しあ げ よ う。 諸 君
の ・人 一人 が医 師 と して研究 者 と して周 囲 ・社 会 か ら評
価 され るよ うに なる こ とは 当然 の こ と であ るが 、同 時 に
諸 君 は 旭 川医 科 大学 卒 業 生 と して も評 価 され るで あろ う。
旭 川 医科 大学 の 卒 業生 は こな か なか や る わい"と の 評価
(諸 君 の 先輩 諸 君 は伝 え聞 くと ころ に よ る と評価 が良 い
よ うに思 う)を なお一 層 あ げ てほ しい もの で あ る。 旭 川
医 大卒 業 生の な かで特 に5期 生 の 評価 が高 い とい うこ と
が あ って も よ いの で は ない か。 これ か らの 諸 君 は 自 らの
意 志 に よる活 動 が始 ま るの で あ る。 こ れ か らの 長 い 入生
で あ る。健 康 に も留 意 し、 良識 ・節 度 あ る言 動 で 自 己の
志 を生 か し社 会 に少 しで も貢 献 で き る人間 で あっ て ドさ
い。 諸 君 のgoodluckgoodhealthを 祈 る。
(第6学 年 学 年担 当 、 内科 学 第 二講 座 教授)
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卒 業 に 当 た っ て
門 正 則
入学 して6年 が過 ぎ卒業を目
前に控 え大学生活の意味 したも
の を考 える時、 その解答がなか
なか浮んでこない ことに、我 な
が ら何 かやるせ なさを感 じてい
ます。原稿用紙 を前 にして悪戦苦闘 してい るわけです。
自分 にとって大学生活 とは何で あったか、 とにか く過去
をふ り返 って考えてみたいと思い ます。
旭川医科大学受験のため初めて大学 を訪れた時の印象
は、今でもはっ きり脳 裏に焼 きついてい ます。降 り積 も
った雪の中 にでんと構 えた白亜の建物。今でこそあまり
感 じませんが、その大 きさと新 しさにはびっくりしたも
のです。 そして何 としてでも合格 したい ものだと思 いま
した。で もその気持 ちはあまりにも漠然 としていて、確
固た る信念で裏打 ちされていた ものではあ りませ んで し
た。お恥ずかしい事ではありますが、医学部 とはどうい
う所か、 自分 は何 のために医学部へはいろ うとす るのか
などという事 は当時真剣 には考えてはいなかったので『Yo
医師 とい う職業の厳 しさを知 らずに安易な気持 ちでいた
ことは否めません。入学後 ぎっ しり詰まったカ リキ ュラ
ムをみて反発 を感 じたのは、そ ういう安易 な気持 ちもあ
ったからだと今では思 っています。
大学に入学 して驚 いた ことは、既 に他大学を卒業 して
いる人などさまざまな経歴 の持 ち主の人 がいたことです、
同 じ学年と して学 んでい くことに最初異和感を覚 えま し
た。 うま く1つ の学年 としてまとまりをもっていけるの
だろうかと考 えた りもしま した。 しか し、今では我 が学
年の連帯感は とても強い ものになっていると思います。
医学部の カリキュラムの中で重要 な位置 を占め るのは
やは り実習で しょ う。特 に解剖実習 と臨床実習は医学的
知識 を深め るのと同時に、医師 としての自覚 を高めると
い う意味で、とて も貴重 な体験 とな りました。解剖実習
で御遺体に初 めて接 した時、 とても厳粛な気持 ちになっ
た ものです。教授の厳 しい顔は今 だに忘れられません。
査 問の時、厳 しく問い詰め られ、す っか りしどろもどろ
になった ことを記憶 しています。解剖実習で初めてひ し
ひ しと医学部へ きたことを実感 しました。臨床実習では
最初 にまわったためか、精神科 での実習の印象が強烈で
した。今だに多 くの社会的誤解 があること、社会復帰 の
困難 さ、医学的問題 のみで なく広 く社会全体 の問題にか
かわることが多く医師 として幅広 い知識 が要求 され るこ
とな どを痛感 しました。
6年 間特 に後半の2・3年 のスケジュールはかなりハ ー
ドなもので した。普段の心掛 けが良ければ試験期間中半
病人の様になって試験 に臨 むとい うこともないので しょ
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うが 、 それ が また なか なか うま くい きませ ん。 飽和 状 態
の脳 に無理 矢理 知識 を詰 め込 み 、 試験 が終 わ る と また ど
ん どん忘 れ て い く とい うこ との繰 り返 しで した。 自分 の
知 識 がい か に不確 実曖 昧 な もの で あ るか は 、臨 床実 習 の
時 、身 に しみ て わか りま した。
大 学 生 活 の中 で クラブ 活動 は 良 い思 い 出 とな りま した。
卓 球 とい うス ポー ツ は、 どち らか と い うと地 味 な部 類 の
ス ポー ツで は あ ります が 、 ス ピー ド・体 力 ・精神 力す べ
て要 求 され るハ ー ドなス ポー ツで も あ ります 。残 念 なが
ら私 は レギ ュ ラー選 手 に なれ ず に終 わっ て しまい ま した、
今 や 卓 球部 も30人 以 ヒの大 世帯 。 私 が レギ ュ ラー に なれ
な か った の は当然 と いえば 当 然 だ った か も しれ ませ ん。
そ れで も6年 にな って か ら も東医 体 、北 医 体 とも に参加
しま した。(卓 球 には個 人 戦 とい うもの が あ ります。)大
学 裏 の い な か道 の ラ ンニ ン グ も良 い思 い出 とな りそ うで
す 。 卓球 は試 合 その ものは個 人競 技 で は あ り ます が、 団
体 戦 で好 成績 をあ げ るには や は り団結 力 が なけ れば な り
ませ ん。 医 療 と相 通 じる もの が あ る と思 い ます。横 のつ
なが り縦 の つ な が り とも に非 常 に大切 な もの です 。
結 局 自分 に とって大 学 生 活 が何 で あ った の か、 は っ き
り した結 論 は で ませ ん。 少 しず つ で は あ るが 、良 い意 味
で 医師 と して の 自覚 が育 っ て きた こ と は確 か です 。 そ し
て常 に夢 と情 熱 だ け は持 ち続 けて い こ う と思 ってい ます,
学 長 が 「か ぐらお か」 に お書 きに な った こ とで す が、
私 た ちには卒 業 して か ら一 生 、 旭川 医 科 大学 卒 とい う印
が つ い て まわ ります。 や っ と医 師 と して ス ター トライ ン
に立 った ば か りの私 た ちに と って、 この 印 が飛 躍 の ため
の足 が か りに な るか、 それ と も束縛 す る足 かせ に な るか
は、 これ か らの 私 た ちの行 動 如何 に か かわ っ て きます 。
5期 生 の皆 さ ん共 に がん ば ろ うで は あ りませ んか。
最 後 にな りま した が、 お世 話 に な った先 生 方 、職 員 の
皆 さ ん に深 く感謝 した い と思 い ます 。
(第6学 年学 生)
卒 業 に 当 た っ て
x
中 村 恵 子
欝 「あ あ、 よ うや く卒 業で きる
!」 きっ と、 この 言葉 が卒 業 す
る皆 の心 の 中 に秘 め られて い る
た っ た一 行 で は あ り ますが 、重
み の あ る感動 が こ もっ た言葉 だ
と思 い ます 。入 学 して か ら6年 間 、様 々 な出 来事 が私 自
身 の 中 を通 り過 ぎ、 今思 い お こせ ば 、6年 間 が非 常 に長
く も感 じられ 、 また一 方 、 ひ とつ ひ とつ の 出来 事 が 、瞬
時 の こ との よ うに も思 い ます。 と くに、 大学2年 に 、父
が 亡 くな り、母 か らの 溜 年 だ け は困 る"の ひ と言 で、
それ か ら とい うもの毎 年 、 と く に進 級 判 定 の時 期 に は、
進 級 で き るか ど うか、 い つ も心配 ば か り して きた もの で
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.一.い(ら 一.乏・晦i静 で昧 わr二 と は い え 一 非 常 に
、
非 人 間(i'1思 矛・撫 虚 し い 気 持 ちカこし ま す と く に 、 遊
ん で1仁 か り い.ξ 、 勉 ・強 にfを 抜 い た 人 が 留 年.1一る の で は
・な く
、'そ し!)日、¥し1)、}∫k.15灸し")1{L可r・♪:♪f牛こ訂、剛しr)∫経1;さ『て='{,,fiこし、'な;.r才t
ば な ら な い 医 学 部 は 、 と で ち厳 しい と こ ろだ と 、6f卜 問 い
・功 痛 感 ,ざせ 「、れ た ち の で.1.
大 学 生 活 の6年1副 に:.仁、 様 々 姻1象 に 残 る思 い 出 が ま・
り ます が 、 そ レり中 で'と(に 印 象 に 残 一パ.⊂い る もの を 、 ふ
り返 り で み ま し1.)
・・ 二f「ノ1モしノ)ヒガ〔1仁
、 二左三看「畳1述べ ま した}=う に二、fi!,r1勺な こ
、ヒで1'1亡し.(、 ノく'』j∫ゾLギ占ド!f乍し/)1い..(::象 にy-)で い る こ と
は 少 な か.・ た の で.1馳が 、 初 め で しり ノご;擦 で は 、"お 茶 会"
を ∫=でノこ.ノオニり、/,.㌣ 一 孝文補ミ'なと"上ヒ巾交白勺楽 しL》II、し㍉弓`1カデ多
く、.tた 、`.年 生 で.は 、 カ リ キ コ.ラ ム のrPの 暇 な 日、料削 を
利 川 し で 、 ノ山川 周 辺 の 名 両1'をfri1間 と 見 て 歩 い た り 、 臨 床
の 科 目 が 始 ま.パ ごカ・ら と 上ヒベ る と 、 随 分 、 余 裕 が あ っ た
≠ノしりノし三.ヒノこ」、1マ、圭.う』 し カ・し 、 ぼ∫℃馬寅しr)II!rl、よ 二f「こf'三び)ヒピ{手♪
そ れ な り に 、 必 死 に 勉 強 し た の を 覚 え て い ます..
こでド彗ヨ ニな る と 、jl摯礎 干斗liカfな台ま り 、特 に 角4{1刊f』診の 査
問 は 、 一生 忘 れ ら れ な い 思、い 出 の1つ で す 、 あC∫)や り き
れ な い 緊 追 感 の 中 で 、 次 か ら次 へ と 矢 の.よ う に 飛 ん で噛く
る 質 問 に 、 ・瞬 、 戸 惑 い を 隠 せrダ 、u:汗 を流 し た こ と
を思 い 出 し ま す
4f卜 生 に な り 、 臥II嶢ξc/)聡桝1カ{女台ま り 、'製 君マ1.fカ・り でつ量
.こし...ごき え二日 々1二!・ヒ/く、 鎚ま1;iyな目 々 力孫売 き ま しノニカご、4
年 生 の1i式馬館ま、1臨 床 し1.)聡HIを2週 間 で'糸冬え る と い う、 い
く ら(L'[炸iカご飽乏い と1.仁い え 、 身f参 白勺:こ 幸、料1孫申G<」1二走、、 」卜?旨
に パ ー一 ドな もσ)で'し た
5年 生 で は 、f・ で よ り 、 新 人 部 員 が 少 な く、 危 機 を向
えr.J".ノあ る 茶 道 剖;へ 、 新 入 生 がL;liし て く れ 、 ど う に か
後 継 者 が で きで 肩 の 荷 を お ろ す こ と が で』き ま し た
私 自身 、 茶 道 部 へ は 先輩 の 勧 め で 入 部 し ま した が 、 続 け
.ごい く .)ち1こ
、 づ1圖借1に ・1芝.で馳1よあ})ま す カご、 音争争更び)中
で た で る お 茶 に は 心 を ♪{す め さ せ て も ら っ た も の で』す
5fト ノヒa)言式.15寅力f糸冬才うり 、 よ うべ〕く臣品1ネ三'夷管「1カf女台ま り 、
臨 床 実 習 で:.皇、 各 科 目 と も勉 強 に な る こ と が 多 か っ た と
思 い ま す 様 々 な 医 学 的 矢II識を[吸 肩ズす る こ と もT!:'Y'な こ
と で は あ り ま す が 、 様 々 な 先 生 方 に1唱 逢 い 、 授 業 だ け で』
は1吸 収 す る.:二と が で1き な い 医 者 と し て の 人 生 感ζを 、 お{西
の 席 べ'雑i、淡 の 才斤り に 「茸1く こ と カごで』き た こ と;よ 、 禾ム自 身 、
こ れ か ら 医 者 と し.ごr、 人 生 を送 る う え に 非 常 に ブ ラ ス に
な ・ノた と.1占1、い ま 弓』
今 、 こ う し.ξ6年 間 を ふ り返 り 、 や は り私 自 身 に と っ
て 、 ・番,,あ.♪ た 二二と1よ 、 こc)5其 月舛三と い うF1弛年 び)
中 で61卜 間 過 ご して こ れ た と い う こ と と い つ も 励 ま し、
llh;寸でううイ・目/カ こし」オニこ二とrび 一㌃ ノ＼「'諸刈i多刀力・ら、 とゴう し、う
1沢か 「悪 名 高 き5!ril'1=」 で'有 名 で は あ り ま し た が 、 ク ラ
ス(ノ)弓iし「)%r[井i二(tlよ、 と 『(Fも[亨葉 て「』1よ匡亨し、ゴ乏穿っせ な し】、 そ
れ:-日 月る ㌧」ま.と ま りレ)あ る ク ラ スrで1し ノヒ、IP∫カ'び)行擁昇.つご
終 る と す く・一 コ ン パ":二 な り、 そ の コ ン ・・は 、Ifi話1馳
機 会 の な い 人 と お・々 :い し!)友好 を 深 め る の に 最i藍 な もc1).ひ
あ っ た と 思 い ま す こ れ か ら は 、 医 者 と し て 、 ま た 女 ≧
し て 、 多(の 難 関 を く ぐ り抜:.ナて い か な け れ ば な ら な い
階 に と っ 『ご、4き ヒ芝力・♪:レ)き オtな しf`1`.t/r!に 重些才)オ/る こ と
に な る と,HIGい ま す が 、 今 ま で 通 り 、 希 望 と 目的 だ け は ・
生 捨 で ず:こ 、 自 分 で納 得 が ゆ く 人 生 を送 れ れ ば よ い と思
り て い ま す
最 後 に 、 数 々))御1教 示 を 賜 才.うり ま し た 先 生 方 に は 、 深
く 感 謝 す る と と 直、に 、 後 輩 の 皆 さ ん 、 と く に 女f一 学 生 の
皆 さ ん に は 、 厳 しい 医 学 部 で は 、 体 力的 に も精 神(igに も
大 変 だ と は 思 い ま す が 、 充 実 し た 学 生 生 活 を送 ら れ ま す
よ う心 よ り 応 援 い た し て む り ま す.
(第6学 年 学 生)
"鳴 呼
.〃 卒 業"
水 本 博 章
長 い 長 い六 年 間 だ っだ.、iま
では 卒 業 と い って も特 に何 か を
感 じる事 は 、 ぽ とん どな か った
の だ が、/-¥回 は正 し く"鳴 呼.ヴ
ぬ 卒.業"。 六年 目の 後'トに 入 つて
か らは 、 も う1年 や り直 す羽 目に な っ た ら、「こ りア も う
た ま らん」 と い う 一念 で 、 ガ ス欠 ・jflilの体 に鞭 を入 れ た
のだ が 、 そ の割 にrgirtで は か な り悪戦liギ闘 した よ うにn、
う、 が しか し、 まず'は目出度 しとい うと こ ろで'あるρ
在学 中 、 印 象 に残 っ た事 とい えば 、 まず 何 とい って も
講義 風 景だ っ た も ナ,うん 中 には 先 生 方の 名講義 も印 象
に あ ります が 、 ≠.幽しろ学 生.の.方が、 出 席率 抜 群 で、 しか
も、1}簿義 「勾釜≦を:まとん 、ビノー トし、IL一.つ空茎∫里し、 きれい
で あ る事 だ っ た.・ 斉 に聞 こえ る鉛 筆 の走 る 蒔、 初 めの
頃 は無 言のri:迫 だ った 、小 生 は ど ち らか と い う と話 を聞
い て楽 し≠、一 決 して 余 裕で は あ りませ ん.ヴ念 の 為 に)や
り方 に十貫れ て い.で、.・講 義 のIIIで'こ な る程 な.r"と ∫忍 う
事 が あ れば それ で満 足 し..ぐい た.し かし、学 年 が進 む に
っ れ て 、少 々..ダる くな り、泣 く.∫・もだ まる と い.)進 級 試
験 対 策L、 後 れ.馳せ なが ら、 人 並み に鉛筆 を走 らせ た が
性 格 ヒど う してTIIItlに引 摺 り込 ま れ る 事が 多 く、 穴 ボ コ
だ らけ の ノー トに な り、 とて も読 み返 す 代物 とは な り得
な か った.般 的 には 系統 講 義 と い う蓄、の は エ ッセ ン7,
をf-:授 して くれ る はず で あ り、学 問}鼠?〕 試験 対 策L、
非 常 に能 率 的 な 手、の で あ る ら しい。 と にか く こノー トが
神様"と い う事が定 説 に な って い る.危 険 な神 様 だ 。 で
も な いか 、小 生 の ヒ ガ ミ根 性 も少 々 入 って い る..、
ホ リク リが始 ま り、f口∫かホ ッ とす る と同時 に し患 者に
対 しては 不、;輯11縫表 現 だ が)各 科 回 る毎 に 、どの科 に も
興昧 が出 て きて、'卜年余 り、非常 に楽 しか っ た、,が 又、
F
,
一方 では、我 々の 受 け て きた 教 育 と い うの は診 断の 方面
に は非 常 に神 経 を使 い、 又 論理 的 ・科 学 的 な面 が あ るが
治療 、特 に薬物 療 法 に対 して は、 前 者 に比 べ て非 常 に経
験 的 に対処 して い る様 に思 え たの は小 生 の観 察 不 足 なの
だ ろ うか。 系統 講 義 も診断 学 中心 で 、治 療 はつ け 足 しと
い う感 も ない で は な い。臨 床 薬 理 学 的 な 訓 練 も、 も っ
と必 要 だ と思 うが、 定 め られ た時 間 の枠 内 で は無理 なの
か、 そ れ と もそ れは現 場 に出 てか ら学 べ とい う事 なの か
それ と も体 系付 け られ た もの は な いの だろ うか、いず れ に
して も片 寄 っ て い る事 は事 実 で あ る、,
さて課 外の 事 で振 り返 って み る と、 教養 の 頃 は何 度 か
運 動 ク ラブ に入 りた い衝 動 に駆 られたが 、諸 々 の事情 で
あ きらめ ざる を得 な か った 。 しか し、 皮下 脂 肪 は厚 くな
り、 大腿 は 女性 の様 にポ ッチ ャ リ して くるの で 、麻 雀 、
将 棋 、 山菜取 りだ け では駄 目 とい う事 に な り、shapeup
作 戦 を と考 えて い た所 、同期 の球 好 きな連 中 で朝野 球 チ
ー ム を結 成 しよ うと い う話 が あ り
、渡 りに舟 だ とい う事
で丸3シ ー ズ ン楽 しん だ 。小 生 も 多少 白信 は あ った のだ
が、 い ざ投 げ て み る と、投 球 に感覚 と実 力 の解 離 が あ り
球 友 に 「本 当 に昔 工 一 ス?」 と、 こ きおろ され なが らも
朝 もやの 中 で や るの は非 常 に気持 ちが よか った 事 が印 象
に残 っ て いる。 朝 もや に 包 まれ て 散策 す るの は 仲 々、 乙
なもの で あっ た。
Palもな く 度 目の学 生 々活 も終 ろ うと してい るJ月 並
み な 表現 です が、 自 分一 人 で 大 き くなっ たん じゃ ない と
い う事が骨 身 に しみ て い る現 在 では 、 素直 に感謝 の 念 が
湧 い て き ます 。 「水 本君 、教 育 とは 耐 える事 な んだ よ」
と目前 で 言 われ た某 先 生(あ の時 は きす が にガ ック リ き
た)あ る時 は持 ちr.げ 、 あ る時 は こ き お ろ して くれ た
に ぎやか で コ ンパ 好 きの 五期 生 、 そ れ に職 員 の 方 々、 お
か げ様 で 長 い長 い六 年 間 、少 々経 済的 に苦 しん だ以外 は
イラ イラ しな が ら も楽 しく過 ご きせ て い ただ きま した。
感謝 して い ます。 あ ま り、 こ うい うあた り前 の 事 を、 あ
た り前 の様 に述 べ るの は タブー と言 われ て い るの です が
照 臭い の を少 し我 慢 して 、 自分 の 正直 な気持 ちを述 べ る











■ 放 射 線 医学 講 座 ■ 菊 池 雄 三
当教 室 は昭 和51年4月 のiLiY_'で あ るか ら、 まもな く満
7年 を迎 え るD開 設 当 初は 徳 島 大'rり 赴 任 さ才/た天羽
教授 、 それ ぞ れ英 ・米留 学 中 で あ った モ橋 、菊 池 両助 教
授 の3名 で教 室 の基 礎 作 りが 始め られ た.附 属 病院 開 、;貨
によ り、 当時 は月 に1011つ つ の 当直 もこ な した..現 在 で
は医 局 員 も10名 を数 え この よ うな 事は な くな ・,たが、 放
射線 医 学 の分 野 に お け る機 器等 の急 速 な進 歩 に伴 い新 装
置の 導 入 が相継 ぎ、仕 事 疑は 一向 に減 る気配 は な さ そ う
で あ る,研 究 体制 はgeneralな 、か"practicalな 臨lq;医
の養 成 を目的 と して い る事 も あ り、診 療体 制 に準 じて 、
診断 、 治療 、核 医 学 の こ部 門 体 制 をと り、臨 床的 研究 を
1三体 と して い る,,ま た 最近 は 天羽教 授 自 らのi'il/!にて 、
コ ン ピュー ター診 療 管理 システ ム も試 み られ 、 それ ぞ れ
の 研究 にお け る資 料検 索 や 統 計処 理 の 弄間 を省 く もの と
ノくきな期 待 が か け られ て い る.,以 ド、 各剖三門 につ い て紹
介 す る。診断 部 門 は 、天羽 教授 を中心 にll毛坂 、浅 野 、 荒川
の.三助 手が あ た って い る、,肝、胆 、膵 等 の腹 部臓 器 を中 毛・
と したCT検 査 を主 体 と し、現 在慶 応 大学 にて研f彦中の 早
坂助 手 の帰 旭 を待 っ て 血管造 影の 充実 もは か られ る.、核
医学 部 門 は.モ橋助 教 授 を中心 に西野 、,モf川両助fが あた
り、膵 疾患 診 断 、CEA、ferrltin、モ ノクロナー ルetcのradio-
immunodetectionの 開 発 を.}が け、 また}ILく か ら超 ド㌣波
装置 を導 入、 簡便 で よ り正 石崔な検 査 方法 と して症 伽」の増
加 がめ ざま しい、,これ ら診 断 、核 医学 部 門 は総 合[由1像診断
L、密 接 な連 携 を持 一♪て お りdecisionICCCの 確Ll孔をめ ざ
し、 そ の研 究成 果は 多数 学 会 にて 報告 されて い る 、治療
部 門 は菊 池助 教 授 をレ十」心 に西野 、高 橋 両助 丁が あた り、
子 宮 、頭頸 部 、悪 性 リ ンハ腫 、脳 、食道 等広 範 囲 の腫瘍 をr
がけ 、昨 年は 新鮮r列1.000141を 越 し、5年 ノk存率 をHIIす ま
で に な って い る。 また研 究 に お いて放 射 線増 感 剤 、防 護
剤 の開 発 で は全 国的 な研 究組 織 の 中心 研 究 に も携 わ り、
その貢献 は 大 き く、f後 因子 と な る腫 瘍 マ ー カー の研 究
で の学 会 発表 も数 多 い、,stuffは全体 に 若 いが 自科 のみ な
らず関連 す る とみ るや 様 々の科 に進 出 す る積極 性 も{.gr,
合 わせ て い る。医局 生 活 に 目 を転 じて み る と、食 欲の す さ
ま じさは特 筆 に/直す る もの で、 新 入医 局1圭は1年 で数 キ
ロの 脂肪 を貯 め こ むは め に な る..宴 会 とも な ると2時 間
マ イ ク を離 さな い とい う タレ ン ト揃 いで 、他科 の 宴 会 に
浸 潤 、転 移 の ヒ置 き去 りに され た 者 手り居 る とか 今 年 は摘
出 され る あわ れ な症例 も出 るか も知 れ な い。しか し、翌 朝
起 き られ ない と判 断 す る と ジ{街 か ら深 夜 の うち に医 局
へ 出勤 して お くとい う根 性 に は感 心 す る、 また 全員 がJ,
ポ ー ツ好 きで、 医局 登ln、医 局 スキ ー他 各1'1テ ニ ス、卓球
サ ッカー等 を楽 しんで い る..た だ 医局 員が 足 りず 、野球
が で きな いの は残 念至極 で あ る.以Lの よ.)に 学 問 自体
も医 局 員 も若 い が 、数 年 先 が楽 しみ で ≠,ある..
〔放 射線 医学 講 座llb教 授)
昭 和57年
匝
9日 昭 和57年 度 入学 式(於 体 育館)
〔新 入生120名(内 女f弓 ≒生15名)〕
19日 新 入生研 修 第1回1
2δ日 セ ミナ ー室.和 室.
(於 第1セ ミナ ー室 ・第2
-・般 教 育 会議 室)
肖亀
第8回 医 大 祭
圃
新入 生研 修




テ ーマ 「新 た な 歩 、 自分 の殻 を打 ち破 れ!」







2011(当 番校 旭川 医 科 大学)
〈本 学 参 加種 目〉 陸 上 競技(男 女)・ 準 硬 式 野球 ・
軟 式 庭 球(男)・ バ ス ケ ッ トボー ル(男 女)・ バ レー
ボ ー ル(男)・ サ ッ カー ・卓球(男 女)・ バ ド ミン ト
ン(男 女)・ 柔道 ・剣道(男 女)・ 弓道(男 女)・ ハ ン
ドボ ー ル
〈本 学 参 加学 生 数>176名
く成 績 〉 男子29大 学 中12位 女 子31大 学 中12位
地 区 体
7
20日 第25回 東 日本 医 科:;,,_総 合体 育大 会 夏 季 大会
S
8月6目(L管 校 東北 大学 医 学 部)
〈本 学 参加 種 目〉 陸F競 技 ・準 硬 式野 球 ・硬 式 庭
球 〔男40・ 軟 式 庭球 ・卓 球(男 女)・ バ レーボ ー ル
バ ド ミン トン(男 女)・ サ ソカー ・バ スケ ッ トボ ー
ル(男 女)・ 柔道 ・剣道 ・弓道 ・空 手道 ・水泳
く本学 参 加学 生 数>268名
く成績>35大 学 中13位
8月
1日 附 属 動物 実 験施 設長 に水 戸 迫郎 教授
(外科 学 第 二講座)が 発 令 された(継 続)
9月
8目 体 育 大 会(バ レー ボ ー ル ・ソフ トボ ー ル・サ ッカー)








体 育 大 会
22日 昭和57年 度解剖体慰霊式(於 体育館)
亘
1日 第25[・1東II本 医科 学 生 総 合体 育 大会冬 季 大 会
S～58(i・ 鰍 埼玉 医 徽 学)
3月31日 く本学 参加種[〉 ラ グ ビー ・スキ ー
<本学 参加 学 生数>65名




1目 附 属 図 書館 長 に星野 了介教 授(物 理 学)が 発 令 された
6日 第74回 医師 国 家 試験 合 格 者 発表
(本学 合 格 者11名 合格 率84.6%)
12月
2011ス キ ー教 室(於 北 大雪 ス キー場)




1511昭 和58年 度/:'r入 学 者選 抜 共通 第1次 学 力試験
S
l6日(本 学 会場 志 願 者677名)
27日 スホ ー ツ大 会(バ スケッ トボー ル・雪 中itノ カー ノ
S




灘醜麟紳 幽 晦 愚
ス ポ ー ツ 大 会
2月
zofa旭 川医 科 大学 参 学に 山田 守 英名誉 教授 が発 令 され
た、,
3月
4日 昭和58年 度旭川医科 大学入学試験
も
5日G占{原 貞者294名)
12日 昭 和58年 度 旭 川 医科 大学 大学 院 入'』1そ試験
(志 願 者12名)
16[昭 和58年 度旭 川 医科 大学 入学 試験 で潜各者発 表
(120名)
/9日 昭 和58年 度旭 川 医科 大 学k学 院 人学 試験 合格 者発
表(12名)
25日 学位 記授 与式(於 第1会 議室)
(学 位 記 授 与者6名)
第5回 卒業証 書授 与式(於 体育 館)
(確 業 生99名)
〔庶 務課 ・学 生課)
昭和57年 度講演会一覧
昭 和57年 度 本学 で 開催 され た講演 会 は次 の とお りで す,
α蕉矛秀言果)
開催日 {典 題 演 者 担当講座
・月1・ 性… 腫… て 騰 蕪 繍 皮膚科輔







アメリカ医学教育の最近 聖路加看護k学 長 庶 務 課
の状況と問題点 旭川医科大学参 与
日野 原 重 明
・7イ 」レス拝μ帯1】[大lf〔イン
ターフIUン1の 打謂重り島








































高 木 貞 敬
小児の呼吸管理について 神戸大学医学部 長 麻酔学講座
岩 井 誠 二
学生証の査証 について
新年 度 を迎 える にあ た り、4月1口(金}か ら、学 生
課 学生 係 に おい て学 生証 の 査 証 を行 うので 、学 生は、
必 ず学 生証 を持 参 し、査 証 を うけ る こと。
(学 生 課)
ス キ 教 室
12月20目 帽121fl/火}の両 日に 、紋 別郡 白滝 村 の北k'
キ ー場 に おい て 、第1学 年 か ら第5学 年 まで の学 生24名
(男子19名 、女F5名)が 参加 し、 スキ ー教 室 が行 わ れた.
1日[は4名 の各指 導 員 ご とに初 級班 ・中 級 班 ・ ヒ級
班(2班)に 分 か れ、吹 雪 の 中 そ れ ぞれ 基礎 か ら指 導 を
受 け、 夜 には スキ ー映 画 に、 皆熱 心 に 目 を凝 ら した.,2
日目は 、絶 好 の スキー 日和 と な り、技 術 の 向i=と 共 に 自
信 も深 ま り、存 分 に滑 り込 んで い た
(学 生 課)
学 友 会 旗 作 成
昨 年 度決 め ま したマ ー クを も とに、 学 友 会 では 旗 を作
りま した の で お知 らせ い た します、,絹の 布旗 で 大 き さは
約150×100cm各 種行 事等 に使 一,てい ただ け るもの と思 い
ます 。 なお 、運 動 クラ ブの応援 旗 と しては若 「小 さいJ)
で、 来 年 度 早 い う ちに 大 きめの 旗 を作 り、 そ れ を貸 出 し
す る よ うに した い と考 え てお ります、







本学 には現 在 、体 育 系33、 文 化 系29の 学 生 団体 が設 、1疋
され延1.114名 の学 生 諸 君 が各 サ ー クルで 活 動 してい ま
す,=
課外 活 動 は 、学 生 諸 君の 人間 形 成 を目的 と して行 われ
る正 課外 の 教 育活 動 で あ り、大 学教 育 の中 で正 課 教 育 と
並 ん で重 要 な位 置 を 占めて い ます 。
各 人 の適性 や趣 味 に応 じた 活動 を通 して、r住 的 ・創
造 的 能 力 を 養い 、 また 大学 社 会の 一 員と しての 自覚 ・認
9
識 を深 め る 課 外ll㌃動 は 、 将 来 社 会 人 と し(r共i司 生 活 を1一
るIlr.')t,!4',tと な る こ と で し ょ う 、
各 叶一一ケ ル はi君 し')-Lイ・ル ギ ノ シ ニ な 若 い カ を 求 め て




フ7ピ ー 、 貴 方:よ こ の ス ホ ー一 ツ を 知 っ て い ま す か
ト耳体.求 技 中 、 最 も 人 数 を 要 し 、 受貞脳 を 要 し、 体 ノ!を 要 す
る 入 片一 ツ あ ら ゆ る 球 技 の 要 素 を 兼 ね 備 え た ・くポ ーッ
こ れ 二そ ・くホ ー ツ のt,の ス ポ ー ツ で弓 幽 又 、 掌 生 生 活G')
中 で 最 ち 大 切 な 人 間 形 成 ・連 ≫rla1%'rh'.u…の 養1友 に も格 好 な ス,t
-一ツ ひす ラ ク ビ ー と 言 う競 才支に つ い で
、f可 書ノ知 ら な い
方 でr、 す く"に そ の 楽 し さ 、 素u#f」し さ を 感 じ得 る で し 茎
う 運 動 イく足 の 貴 方 こ そ 、 楽 し い 仲 間 を 求 め て い る 貴 方
こ そ 、 ラ グ ビ ー 部 へ 入 部 し ご、 青 春 を 燃 や し尽 し ま し ょ
う.〃(責 任 者 保 田 雅 憲)





遠 仕費 自 己 負担
1





卓球 部 は 創 凱以 来8年IIを 迎 え、 わが旭 医 大 に おい で
ll「き伝 統 を守 るEllfYiiEし き ク ラフの 代 表格 で す
JJf・29名 ・女fし10名 を擁 ギる わ が部 の実 糸責は 、 束医f乍
で は2年 連 続 決勝 卜一ナ メ ン ト進 出 、北 医 体 では け1体 ・
1固人 ・ダブ ルス と3種Bで 優勝 を独 占す る など、 旭 医の
名 をド矧 匹1の医 学 界 に矢目ら しめ ん がた め 、 日夜 奮闘 努 力 し
.Cい う もの で ギ 練 習 は1司好 会 で1
.よな いの で無 論 きび し
さr}M1さ れ ます が 、泣 こ うが わ め こ う が し ご い て し
ご い て しご き抜 く熱mL根 情 クラ ブで は あ り ません 、.新 入
生諸 君 、 一度 わが部 の 扉 をた たい て み ては い かが か な?






学 生 卓 球 た 会 秋 季 リ ー ク男 デ・4Uif格
%」 鬼1
1ヒ医 体 男 デ・「・月体f憂 勝 、個 ノ＼戦 優 目餐 ・2位
ダ ブ1レ ス優 勝 女1㌃ 卜月体4位 、
f[胡ノ、単気3f虻 、ダ ブrレ ス3tL'「:
翁道 学 生 卓 球 連 盟
10
陸 上 競 技 部
陸iヒ 競 技 、 そ れ は 人 間 の 能 力 のP艮 界 へ の 挑 戦 で
と 詫 わ れ ま す 「 本 当 に μ1:界し1)ト ノーノ.ズ/,リ ー一 トv),
に は 美 し さ さ え 感 じt3』 陸i二 競 技 の 才,・ち し ろ み
1すご、rラ>v)言 己f表力'T"tiを.3-才Llti申 しド!く)二と'ごLし/
け れ ど 、 強 く な る た め に は 日頃 しり練 習 が 必 要 で{
で 、 練 習 を 積 み 重 ね 自 分 の 記 録 がf1Pび た 時 の 窪 び1
格 別 ζトす い っ し 長 に グ ラ ン トのhξ1、 い い 汗 を,
せ ん か
陸 ヒ部 の 今 年c1)目 標 は や は り 束 医f乍 傷 勝 ぐ ξ"
あ く ま で"も 自}三 性 に ま か さ れ ごい ま1一,で は 、 新 ノ








遠 〒ll』費 ・協 会卯
人費 ・大会 参り[i
費 自己 財 旦
6
1評 ㌔ 」ail¢⊥亘,・'ipAI尭 穿 才芝」避 ∫』ra昌1場
F
1巳}也1イfk8f卜IF㌧ ・ 』 東[天(4・ 毅」r㌃,ifl」r.
8
1旨 日56.1し毎1藍 且窪f搾1ヨ 白llrlと口ieご 毎1邑,rt「fみ
翁[ヒlf・ 琶・F幸LHHf[rイ ち∫こf也 加14151
ス キ 部
☆ ・壱・.◎9残 雪 自 き 大'li'山 の ふ 善,と 、 美瑛 川 の 甫 ら;
神 楽 岡 の 旭 川 医 大:こ も 漸 く春 が 来rこ 、 あ の 寒 い 日
ilとの'Y='tも嘘 の よ)で すbut、 し か し 、 そ の 厳'メ
き1]%<'て ト真 臼(な ・ノで そv)辺 を し く・っ し 一 っ と 走
で い る の が デ ィ ・くタ ン ペ 、 入 キ ー 場 で し つ こ くで骨
る の が ア ル ヘ ン な の で す ど)せ や る か ら に は 勝 此
や 損 と 言 うII/て ＼ 本 名 は 「facings1、iTeam.∫ と な 一
ま す 、 長 い 冬(約'1三 年/)を ド宿 で 縮 こ ま っ て 過1.一
い ス キ ー が 始 め て の ア ナ タ も 、得 意 な ヒ ト も 、ボ
楽 しい ス キ ー 部 に 来 で ね!1特 に 求 む 女f・ 部ll)









































































































































































コ ノレ フ 部
ゴ ルフ は 自然 を相 罫に す る スポ ー ツだ、,ゴ ルフ を オ ジ
ンの道楽 な ど と思 わ れて は困 る、,素質 で勝 負 の5・6年
生 、努 力の4年 生 、 た だ ひ たす ら楽 しも うとす る3年 生、
余 りにも真 面 目 な2年 生 、 ゴ ルフ部 の 全員 があ ま り に 書、
過 酷 なル ンル ン気 分 の練 習 に耐 えぬ いて い る。大 会 で の
成績 のみ を 兄れば 、 誰 も が疑 うべ く栄光 の 歴 史 を秘 か に
刻ん で い るの だ,ハ ンデ ィ ・シ ング ルの強 者 も少 な くな
い、,練習 は 毎週 水 ナニ曜.緑 が眩 しい大雪 山CCで タ ダ同
然 で行 な われ てい る,,我 旭 医 ゴ ル フ部 が、 全道 を完 全制
覇 す る時 も近 い,,女 のfk歓 迎.ヴ大 好 き!送 迎 車 有/
(責 任 者 村E達 成)
部員数 経 費1 活 動
so 遠征費自己負担 北海道学生ゴルフ連盟加人
ボディビルディング部
「え一 っ!ボ デ ィー ビ ル部 なん で す か 、」な どと自 い眼
を向 け られ た りしな が ら も、 そん な ことは 気 にせ ず にみ
ん な結 構 楽 し くや っ て い ます、 練 習時 間 が主 に昼休 みの
40分 位 であ る こ とか ら、他 の運 動 部 とのか け も ち部員 が
大 多数 なの です が 、決 して 中途 半端 な気持 ちでや っ て い
るわ けで な く、 ラ ンニ ン グやサ ー キ ッ ト トレーニ ング も
と り入 れ て 、総 合的 な体 力向Eを 目指 し真 剣 に練 習 して
い ます、,一度 や っ てみ よ うか な と思 う人 は是 非 トレー ニ
ン グルー ム まで 来 て くだ さい。 ボ デ ィー ビル部 と い う名
前 に対 す る抵抗 は き っ とな くな ると思 い ます,,
(責任 者 竹 内徳 男)
r6t1Sk
ヨ経 費 活 動
.一
会費5皿 春 季全」亘ドfそ1.ハワー リ7ブ ィン グノく会
月,,*,ji1、00〔,円2{読'二
1馬
4xr,弊 翁 道 「1拮芦†コノiリ ー1,1一 ノ う一 イ ン グ ノくゴミ
15 遠11」費自己負担 3位
年間
一ノイ ト級1西)i'14臼 モlf蔓a ・ミ ド「レ級 口」[1
3,1川 円 程 度 「1年 ノ2/1k
1 全IFIρ 」トメf:rlご.rf-.』Eご1レ ァ』1イン ク ユ里 盟
硬 式 庭 球 部
新 入生 の皆 さん御 入.学おめ で と うご ざい ます ⊂、さっ そ
くです がテ ニ ス部 の紹 介 を させ て いた だ きます 。
テ ニ スは英 国 や フ ラ ンスで始 ま った スポ ー ツで 、 百 才
テ ニ ス とい わ れ るよ うに非常 に長 く続 け られ ます 、
一面 スマ ー トで華 美 な所 が あ る が非 常 に体 力 を要 し
、緊
迫 した 試 合 と もな れ ば、 灼熱 の 太 陽 の ド、 白球 に 全身 経
を集 中 し、常 に冷 静 で適切 な 判断 を ドし、 リー ドされて
は絶 対 にあせ らず挽 回 す ると い うフ ァイ トを もっ て長 時
閤 の 試 合 に臨 まね ば な り ませ ん。 これ には 大 変 な体 力 と
精 神 力 を要 します、,その か た わ らで応 援 す る部 員や 友達
も亦 、 コ ー トLの 選 手 と 一G同体 とな り、 スポ ー ツマ ン
の エ チ ケ ッ トを尊重 して 、 その 間 の結 びつ きは 人間 関 係
の 中 で最 も美 しい もの とな るで し ょ う,、私 た ちテ ニ ス部
員は真 に テニ スが好 きな 者 が集 っ て い ます。 北 海道 の 短
い夏 を精 一杯 スポー ツに打 ち込 ん で い る先輩 た ちに加 わ
る こ とで、 皆 さんの 大学 生 活 が 層 有 意義 な もの とな る
で し ょ う、,練習 は放 課後 及 び昼 休 み にテ ニ スコー トに て
行 な い ます の で 、気軽 に尋 ね て み て ドさい。
(責任 者 丹 羽.一・善)
Itf[Ydk
経 費 活 動
.一 一
会費 5--6月 北 海道 学 生1三座 リー グ





7月 東医 体 男 ∫・ベ ス ト32女fべ 欧 卜32
1北海道掌生庭球連盟加入
バ ドミ ン トン部
コー トに入 れ ば 、 そ こは一 つ の小 宇 宙.… 静 寂?い や
微 か な衝 撃 音 が 。 自 と榿 の光 線 の 中 を シャ トルが 飛 び 交
う。純 自 に グ リー ンの ス トラ イプ。 一 瞬 た り とも静 止 し
よ う とは しない。 相 対 す る.二つ の精 神 を吸収 し凝 縮 し、
高 く低 く、時 に は鋭 く時 には緩 や か に シ ャ トル は飛 ぶ 、
その 飛跡 は千 変 万化 、精 神 の描 き出 す 華 麗 な線 櫛 町.或
は 波乱 に満 ちた 人生 そ の もの、,シ ャ トル は時 に深 い友 情
を生 む,愛 を育 む。 よ り高次 の哲 学 を創造 す る。..一度 生
きた シ ャ トルに触 れ た ら、 君 は も うバ ド ミン トンの虜 、
Now,let'splayBADMINTON!初 心 者大歓 迎!













そ のた め に も何 か1つ1ホ ー ツは絶 対 にや るべ きだ,,空
手道 部 が最 良 とは 言 わ ない が少 しで も興味 の あ る人は 昼
休 み武道 場 に 見学 に 来て くれ、,ジャ ズ研 もよ ろ し ぐ.,




会費 、61艮 北ii¢ii'itir.」薩選f・Nrhi!nlた 会
ト」客ζi7〔}{)}1ヨ ↑f占1ノ、甲望f曼ト]髭.:`f'rplf'「
ア為 ・哀医 体isv北lkAl空f道 選f ・1勧1川 弄く会
遠iiL費 ・合宿 費Fl「 ノ、戦 個 人戦4位 ・[.cur戦2」111・hk.1」1場
な ど 自己 負担 優日本空r道 連 盟 ・和道 流 空r=道 連 盟 ・北 海
道 空 手道 連盟 他 加 人
バ スケ ッ トボール部
この1年 間 の バ ス ケ ッ ト部 は 、 本 業 と して は、 男 ∫し部
北 医 俸3位 入賞 、 東医 体 ベ ス ト8進i(無 念 、 予定 は優
勝 だ った σ)に…)、女子 部 は 東医f奉で の3位 入賞 、 な どで
あ る .ま た副 業 と しては 、校 内 ソフ トボ ー ル大会f憂勝 、
富 良野 へ の スキ ー ツ アー(た だ し雨 に降 られ だ の 等 、
楽 しさい っぱ い で した。 練 習 は少 々 きつ く、深 川 で の 合
宿 な どは ハー ドで した が、 ビデ オな どを フ ルに活 用 して
楽 しん で い ます 、や さし くて 、お か しい 〔?)先 輩 が26人
もい る この クラブ に 、 あ なた も 参hllし てみ ませ んか?
なお、女子 マ ネー ジャー も募 集 して お ります。









盟 ㌔ 北医 体.山 形.卜J;f・311.・:
7
16713土 也区:体旨男f㌦31u1戦 ・女 ゴ・21口1・載.
ア%.一.3314〔【ぐf奉IF/5r.f、＼入 トrS女f.:`fJ' .1
旭川 バ スケ ッ トボ ー ル協 会
道 部
柔道 とは 、肉 体 を鍛 え るのみ な らず 、精神 を も鍛 え る
スポ ー ツで あ る,,従 って 、最 初 は 軟弱 な 者で も、11".た
つ と、肉f本臼勺に も精ネ申自勺に も素1庸 しい 人間 に生 まれ変 わ
る嚇 がで きる。練 習 は週3回 、密 度 が濃 く効 果的 に行 な
わ れ てい る、,行事 と して は 、春 の 合宿 、{校 対 抗 戦 、 東
医 体 に参 加 し、 又11'段審 査 に も毎 回 チ ャ レ ンジ してい る、,
そ れ に、 コ ンパ も しば しば行 な わ れ、 先輩 ・OBと の 交
流 も深 め られて い る,、以 ヒ、 簡単 に紹 介 を した が 、 やは
り一・度練 習 を見 に来 て ほ しい 、,
〔未経.験 者歓迎!特 に 女性 大 歓迎!)
(責 任 考 岡 川 力 哉}
殉工 手 道 部
ま ヂは 昨 年度 の 我 が空 手道 部 の 成績 をみ て 書りらいた い,
は っ き り誘っ てみ んな 予想 外 の 成績 に驚 くで あろ う、 し
か し、 これ は か な り不 本意 な 成績 で あ る、 一昨 年 は道 の
大会 はほ とん ど全 て4強 入 り、 そ の前 年 に は個 人戦 にお
いて、翁道2位 を獲 得 した 先輩 が い る、 これ らは 全 て、 昼
休 み ノ)40分 間の 練 習 の成 果で あ る み ん な苦 しい時 、 生
き残 るの は 気 力 と体 力 の あ るもの だ ベテ ス トは体 力だ1ナ)
部員数 経 費1活 動
会費 無料.1校 対抗戦1旭 医・北医・札医110
遠征費白己負担 東医体 個人軽量級ベスト8進出〔川端)
サ ッ カ ー 部
世 界 のサ ッ カー 人日 は数 丁'IJと も数億 と も 言わ れ、 世
界 中 の 人 々 に最 も 親 しまれた スホー一ノの1つ となり て いま






















入 れ る とい う、極 め て 単純 な発 想 か ら生 まれた もの で す
が、simpleな だ けに 奥の 深 い もの なの です 、創造 力 ・判
断 力 ・f測 力は他 の スポ ー ツ に類 をみ な い もの が あ りま
.IL
、そ し(、 イ レブ ンで 力 を合 わ せ て点 を奪 った時 の 感
動.グそれ が あの ワ ー-1レドカ ッフでif{:中 び)人を魅 ∫した
理 由 なの で しょ う,、サ ッカ ー に少 しで も興 味 の あ る君 、
・度 グ ラ ン ドに足 を運 ん でみ よ う。.グ
債 任 者 石 井 良直)
i'混ミ数 経 費 活 動
.-tr 8月L/エ 」 確(L矢f乍31111甲セ興父辻圭




ア月 地 区 体
6[110月 全道 」'{三リー シ5t














バ レー ボ ール 部
本学 の他 の クラ ブのrI`#か ら 「田 舎 く さい」 で あ ると
か「どん くさい」「ド罫くそ」な ど と罵 倒 され、 時 には バ ス
ケ ッ ト部 員 か らも 「うちの クラブの や つの 方がバ レー は
うま いそ'」とロ朝笑 され て も私 達 は必 死 に な って や って き
た..私 自身 、は っ きり1亨っ て この クラ ブは強 い とは今 は!i3G
って いな い「然 し実 力 は確 実 に蓄積 されつ つ あ る と思 っ
て い る.,こ の実 力 をい か に試 合 で発揮 す る かが現 在 の 問
題 で ある、,ク ラブの 為 に やや 自分の した い こ とがで きな
い こ とも あ るが、 その状 況 の 中 で先 輩後 輩 が.一数 団結 し
て練 習 し、'r"と 遊 び(?)を 両立(?)し てい くこ とに意
義 があ る と思 っ てい る、,ク ラブの 人 間 は時 に暗 い人 間や
変態 じみた 者 も居 るが 全員 が 各 々思 い や りが あ り、面 自
いや つ ばか りです 。我 が クラ ブの 目標 は 、再 び 東医体 を制
覇 す るこ とで 、 その最 後 の 試 合で 、最 後 の笛 が吹 か れ た
時 我 々が勝 利 者で あ るこ と を我 々は信 じて い る。
(責任 者 高草 木 薫)
部員数 経 費 11㌃ 動
.
争1-一 曼各 ぞ罫季 ノk「芦 ノ・レ ー7ド ーrし リ ー クLPし1}1「.
会費 2位
月額1,〔}00円 ア月 中旬 土也区r奉7月 ド旬 束rく体 ヘ ス ト1吐～
ie 夕6.1鴨1手 火 季 ノくrノ ぐレ ・ 、f・・..ル リ ー ク 〔1'4u'
遠 〒【li費自己 負担 2位
全国 生 バ レ..・.,・.1レ協 会 ・北海 道'ノ1レ
一づ き ・一 ル 拐も∫セ ・ 旭IIIバ レ ー一 「ざ 一rレ 「晶
ノ、
剣 道 部
新 入生 の 諸 君 、難 関 を乗 り越 えて の 御 入学 おめで とう。
こ こで旭 医 で唯 一の 輝 か しい伝 統 を誇 る こ剣 道 部 、の 人
部 を勧 め ます 。
剣道 で重 要 な のは 、技 術 うん ぬん も さる こ とな が ら 、
相 丁 を圧 倒 す るよ うfaXZf1つ ま り気 力です 、 これ に ひ い
出 て い る人 は強 い,
旭 川 の厳 しい気 候 にあ って これ を乗 り切 っ て 一:
ん で い くには 、体 力 は もち ろん の こ と、気 力 、つ ま り精
神 力 が な けれ ば い け ません
この精 神 力 を養 うた め には 、こ剣道 ぐ は絶 好 の スボ ー ツ
なの ですe
我 が クラブ は 、部 員32人 の 大家 族 で す が、 今 まで は体
育館 のGf;の 物 置 き(?)で 、 ボ チボ チ と活 動 して きま し
だ .、しか し、新 しい 大 きな武 道 場 もで き、 今年 度 か らは
の び の び と練 習 で き ます..
つ ま り、 今 年度 入 部 の1年 生 は、 輝 か しい新 武道 場 の
若 きホ ープ と しての地 位 をほ しい ま まに で きるの です 、
段 の 有無 を問 わ ず、 ぜ ひ ご剣道 部 こ へ.ゲ
最 後 に、 剣道 部 には強 力 な こえ らい 先生 こが い らっ し
ゃる こ と もお教 え しま しょ う、,
(責 任 者 福澤 純)
部員数 経 費 活 動
.一一
会費 aヒ、母}萱}也[×じ＼宇=1;文・「打〔剣∫這圭人こ二で





外〔じξf本 一ズrFノ γ3f1Lr.・ 土也 レ〈f奉 一ノ し∫ ノ ツ2fLL'.
rf-{
「.剣道連 盟 ・旭 川 剣道 連盟 加 入
山 岳 部
旭 川 に来 た か らに は スキ ー を した い と思 って い る あ な
た 、Illり を した い、釣 を した い、水泳 を した い、勉 強 を し
た い 、× ×を したい と思 っ て い るあ な た、さあ今 す ぐ山 岳
部 に入 ろ テ,ミ ー ハー の 笠原 が待 っ て ます 、,ダイビ ンクの
得意 な岡 島 が待 って い ます,、太 った 方 も心 配 い りませ ん
島 谷 がい ます 。勉 強 の好 きな方 、まか せ て ドさい○ ン○ ン
の郡 司氏 、小 黒 氏 が い ます,落 ちこ ぼ れの 酒 井 も い ま む、
女 性 の 好 きな方 、 美 しい岡 本 さん も待 って ます これ で
君の 入部 は決 定.グ明 日の ア ウ ト ドア ー ラ イフ を ク リエ イ
トす る山 岳部 の提 供 で した。(責 任 者 島 谷 尚樹)




































































































































































































































































1、 地 「丈体 『、1㍉1爽 医!卜
10
,-」r、/酬r戚























































合 気道 一 一 聞 い た こ とは 誰iにで もあ る で し ょ う で も
JLた こ とは ない 人が 多いは ず ノぐL≠に 入 った機 会 に、 こ
の 武道 を身 につ け て み ませ ん か 肉 体的 な 力は 要求 しt・h
ぜん お金 もかか りませ ん 護 身 術 に も最適 です この
武 術 には 型 が あ って 、初 め は と ぐも難 しいの です が慣 れ
る につ れ(、 その 合理 的構 成 に感 動rlーる こ とで し ょ う
あ ま}〕ノくきな剖;て=』もゴ辰手三なLIずでもあ りませ/紀力ご、 剖覚と
1よ∫、熱・1柱1孟ノ、、f也(わトノ又1よ1こi祁茶 者}と毎'th宛オ前し・ 偉 ノくな武
道 精神 と狂 気の 宴 会 が あ なた をお 待 ち しで お り ます


















































































































































































































































































































㌧1巴 「II川 り 、,娼,.[・Ilul.
㍉ 地1<俸UIIII1・1く 股 ノ艮
㌧ ㌧LIれ 医 体IF,霊 詳..1々ll、 「・
'山 「1「申フ、∫～151土 振ten∫こりロノ＼
動
硬 式 テニス同好 会
新 入 生 の 諸 君/入 学 む め で と う テ ニ ス を した い と,n,
っ ゴ.ごしΣま 弐士ん カ・、f巽 た ち石更ノ窯 ノー.ニス1司 女」ニゴでて「;よ、 〕固2【 口1
の 辛東習 と 、 そ の 他 の 空 鴫…間 を 不rl用 し て 、 好 き勝rに ノー=
ス を して い ま す 先 輩 ・後 輩 関 係 な く 、 楽 し く.ダ 」一ス を
し ま し ょ う、、優・し い 先 輩 た ちが テ ー二 入 を教 え て あ け ま ポ
男 女 を 問 わ ず 、 ぜ ひ 入 会 し ま し1、)楽 し く練 習 し て い









































.)含 宿 もあ ります/旅f戸
だ か ら入 って!









昨 夏 の 味〔医 体 の こ と だ っ た 「第4の コ ー ス 、 ○ ○ 君
旭 川 医 大1の.ブ ナ ・ンン ス に 、 僕 の 隣 り で 応 援 して い た 女
/"1:r,ni/」,L.・わ.ダ 「え 一ヘ ア 珪 ヒ カ ワ?.遅 ξい 戸斤か ら よ く ま あ
寒 くて 練 習 て き る の か し ら 」 ≧つ ぶ や い た 、 頭 に き て メく
学 名 を.・:1詐ね た ら 、 な ん と 筑 波 メGそ.関 東 の 「・1田舎 、 筑 波
の カ ソへ 女 に 斯 く の 如 き/Liiを 弓一る 資 格 は な い!新 入 生
μ音d㌃!/}窺 モ」)憂{よ ノ＼こ冷ミし.Cフ ー一∫レーり一イ ド;こ手甲し カ・:ナ、IFL
波 大 を コ ケ に し て や ろ)、 次 期iジ 呼fr実補 の 石 ノ}達、 「酒 を
断 ・プC頑 張 り ま1』 」 と頼 もLいILiiを して い る 水1永 部
の 未 斗乏は 明 る い!
ちな み に 女性 部 員 ち い ま す 各 種 コ ン パ 、 ス キ ー 旅 行
乱実 施 して お り ま す.、
(責 任 者 川 田 和 昭 〕
り たの です が、 今 で は 会員 数 も60名 を越 え、liに 成 長
しっ つ あ り ます 現 在基 礎 スキー 検定1級 保持 者3名 、
2級 保 持 者 は13名 です が、 当同 好 会 で は、技 術 向 ヒとい
うよ り、 ず、沈、ろ スキ ーの楽 し さ、 自然 のす ば ら しさ を知
り、 ひい で1よ自己 の 人間PI:を 養な うこ と(カ ッコ よす ぎ
る"!)を 最 大 の 目標 と して い ます.,そ ん な わけ で 会 員は 老
若 男 女、 ヒ.f・ド手 さま ざ まです 。 た だ皆 スキ ー が好 きで
好 きでた ま らない と い った連 中 ば か りで、 仲 間同 志 では
「ス キーり丙」 と称 して い る1よどで す、
シー ズ ン中 は 水曜 、土甘/疑の 定期 練 習 の ほ か 、合 宿(夏 に
は夏 スキ ー 合宿 も)を 行 な っ 『ぐい ます、,粉雪 あげ ての 新
'_'1キ ー 、f麗CIDな チ ー ム スキ ー等 々、 メ ンバ ー 全員
文字 通 り こ自 い恋 人 、 にな り きって い ます 春 に は数 回
の[IIス キ ー ツ アー を 」'し て い ます その ヒ頁、,.焼 けで
白 い恋 人 か ら黒 い 恋人 に変身 して い るこ とで しょ う,
以Eで きるだ け カ ッコよ く こ自 い 恋 人こ を宣伝 して み
ま した 。
(責 任 者 武 田寛 樹)
1;Silk
58
羊 費旨 活 」剃









1遠 征費 自己 負担1
赤 店 夏 入¥一 合 宿






白 い 恋 人(基驚 隻;杢同胎)
1己い もの で十il好≦}発足後3年 を迎 えよ うと して幽い ま.む
、
当初は こ仲 間)ち だ け の同 好 会 こ と いった 性 格の もの だ
盲六 部
私 が 大学 の 写 真部 に入 って 三年間 も終 ろ うと して いる.
高校 か らの 統 きのっ も りで 入 った の だ が、 驚 いた の は 、
=:の写 真 部 に入 って か ら暗 室 作 業 を覚 え始 めた 部 員 が
'卜数 ほ どいた ことだ
った「 それ で も、 学 祭 前 な ど食料 や
寝 袋 を暗 室 に持 ち込 ん で 、24時 間体 制 で焼 き ヒげ た後 、
暗 い暗 室 か ら輝 しい外 界へ 、 よ た よた とは い ず り出 た り
して い る うち に、暗 室 作 業の ひ と通 りは覚 え て し ま 飢 、
なに せ、 カ メラ を持 てば 傍 観 者、 暗 室 に 入 れば 夜行 性
と な るの で、 それ を好 ん で か 自然 に そ うな るの か、 どの
学 年 の 部 員 を 兄て も、 私以 外 み ん な異 常性 格 者い や 、個
性 の 強 い人 間 ば か りで あ る ヌー ドと な る と.モ ー ドラ
を使 う人 よ り 多iまの フ ィル ム を撮 り尽 し、 モ ー ドラ不 要
を寡黙 に実 証 す る 者、 ラグ ビー の手 プ レ を厚門 に撮 る 者
写 真 は焼 かず に 器具 を壊 して 会 計 が ま っ青 に な るの を楽
しん で い る者 な ど、個 々気 ま まにや って い る。 この よ)
に、個 人の 臼1三活 動 が主 体 の グラ ブで す。
債 任 者 中 里友 彦)





遠11E費 自 己 負担
%.㌦ 道 南撮 影 旅 行
り罰一Ll鋤秋 の写 真 展
1咀Illキ ヤ ノン ソ ラ.ノf}'.「斐'貰II副πD
.に～毎L「Fノ'£き連 玉提展rl島山1,唄艮～邦 ・GflllP
医 療 研 究 会
新 入生 の み な さん 入学 おめ で と う.{ノ医 療 研 は今 年 で創
一15一
i祁10年 目 を迎 え ます,そ の 間 私達 は 、 医療 の現 実 の姿 と
は 、 また そ こで 抱 え る問題 とは、 さ らに地域 医 療 の あ り
方 とは 、 な ど とい っ た問 題 に一貫 しで取 り組 ん で き ま し
た.毎 年 夏休 み に は、 道北 各 地 で 社 会学 的 調 査 と検 診 を
組 み 合 わせ た フ ィー ル ドワー クを行 っ て い ます。 この フ
ィー ル ドワー ケ こそ 、住 民 の方 々 と交流 す る中で 医療 の
あ り方 を模 索 する、私 達 の 活動 の源 で す,、また 、週1回 の
学 習 会 で は、 医療 問 題 を中心 に身 近 な 問題 に至 る まで 、
(?)活 発 な議 論 を行 な って い ます。 と もあれ 、 まず噛は1祁
室(第4セ ミナ ー室)に 顔 を出 して み て ドさい、,







19..じ～n第8回 医 大祭 医'1=展
「旭 唄 に お汁 る地域 医 罵モとは 」
B2-85第251111黛[AJド 丼生 ゼ ミ.r-,レ
地域 医 療 分科 会(於 愛媛 大 学医 学 部)
桟 敷 文 の 会
慢敷(さ じ き)っ て1可で す か、 ひ ょっ と して酒 を飲 む
会で す かな どと い う質 問 を しば しば受 け ます が、 ・応 文
芸 部 と称 し、 月指 す と ころ は文 芸 活動 で す。 で も、酒 を
飲 む会 で も結 構 で一ポ,つ ま り、 プ ラ トンの饗 宴 の 肚 界 を
連想 してい た だ けれ ば よ いの で す、,寛 いで酒 を飲 み歓 談
す る 世 界で す,.そ ん な 中 か ら こそ彼 らは偉 大 なる思 想 を
生 み出 し得 たの です か 庁,穫 敷 の世 界 もこ ん なよ うな も
の だ と思 って ドさい,,そ して 、 入間 の 直面 す る生 と死 の
問題 、 その 前提 と な る愛 と性 の 問題 な どにつ いて一一緒 に
語 り合 えた らと 考 えて い ます 。

















「将 棋 部(顧 問 と口 先生)」
『吹 けば 飛ぶ よ うな将 棋 の 駒 に ～』 とい う歌 が第6セ
ミナ ー か ら聞 こ えて くる。 そ うで す 。将 棋部 なの です 、,
将 棋 を指 して い る時 の ま じめ さの反 動 の せ い か、私 生 活
(?)は バ ラバ ラ なの です 。活 動 はf[f休 みの み で す が、2人
そろ えば 、溝 義 が終 った 後 も指 して い ます、,わが将 棋41LJU
の特 長 は 、 ひ と りひ と りの個性 が非 常 に強 い とい うこ と
で す。 と し ちゃん の歌 をいつ も歌 っ て い る小 林 氏 、詰将
棋 の 岡 本氏 、 ひげ そ りあとの 青 い川 端 氏 、聖 子 の × ×流
高橋 氏 、紳 士 の山 田 氏 駒 は必ず 自陣 に打っ増 川 氏、 とに か
く攻 め る有 岡 氏 、 本 にな い 罫は 悪 ∫・との た ま う佐 藤倖氏
た だ1人 振 飛 車党 の 鈴 木氏 、前進 す る受 けの 輿 水氏 、 そ
して 若 き太 陽 こ と山 口氏 、以f:Gt/を 紹 介 し ま した が 、
将 棋 の 好 き な方 は、 是非 、 あの 真糸[の歩 の トレーナ ー を
作 った将 棋 部へ 入部 して ドさ い、,
(責任 者ln口 亮/






























Jazz研 究 会 は 、Jazzか らRockに いた る幅 広 い ジ
ャ ンルに おい て の インプ ロ ビゼ イシ ョンの楽 し さを追求
してい ます 。 またNowな 感 覚 で個 人技 術 やバ ン ドと して
の ま と ま りを 考え続 け て い ます 。 新入 生 の皆 さん 、,r.t3楽
をenjoyし な が ら我 々 とと も にハ イセ ンス に、生 きま し
ょ う。年10日 以Lの コ ンサー ト活動 を続 け るた め に も.{ノ
ゼ ヒ気軽 に、 音楽 に興 味 があ るの な ら、 声 をか けて 兄 に
きて くだ さい,そ こで あ なた は 新 しい物 をみ つ け るで し
ょ 飢 、合気道 も ヨ ロ シ ケ.グ空 アもヨロ シ 」//









ギ タ 一 部
設 、1`以来'i年 目 を迎 え た我 が 部 は、 一昨 年 度 まで の部
員減 少にiiiil:め をか け るこ とが 【lf能とな り、現 在で は安
定 した活動 内 容 を維 持 して い る..ア ンサ ンブル と しての
活動iiiう た め の最 低限 の人 数 を確 保 す る こと は、,li大
学 も含め て 全道 学 生 連 盟加 盟 大P肇ど この部 で も一一番 の悩
み と なづ て いる が、 当大学 に於 い て それ を解決 して くれ
た の は昨年 度 入部 した7人rlの バ イタ リテ ィ`imれ る新
入 部 員で あ ワた 、皆 初心 の 者で あ るが 、 この1年 間 の ヒ
達 はf皮らの 情 突姦をノ六して い る と、}えよ う,,
我 々の 具体的 活 動 で あ る が、週 一度講 師 を招 いて の合
奏 を中心 と して 、独 養 は個 人に任 せ られ てい る.,初 心 者
には講師 のfほ ど き をd」願 いす る が、 ぽ とん ど強 引 に各
パ ー トへ送 り込 ま れ る傾 向 があ る よ うで あ1a ,発 表 の場
と しては 、学連 の 定 期演 奏 会 、講 師 の方 が 開かれ る教 室
で の ア トホ ー ム な演 奏 会 な どが あ げ られ る が、今 年 度我
が 部は初 め て の コ ンサ ー トを7月 に企画 して お り、現 在
は そ れに向 け て曲 を仕Lげ るよ う皆 頑張 って い る と ころ
で あ る,
最 後 に');r9人 ・女f-3人 の現 状 を愁 い、 よ り多 くの
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喫3「 徴収 宮川」鶴 ダ.一教室 ・北,脚 ダ ヤ.ダー連 盟
返 ∫1ト費 自己負 担. 着
1
聖 書 研 究 会
聖 、警は 不思 議 な詐物 で す 、li%f'fの部分 は モ千 年以L前
最新 の部 分 で さ え 千 年 近 く前 に 書か れ なが ら、現 在で
も世 界中 で 丁一六 百の1亨語 で 訳 され 、 年間2億 冊以.上 も売
られて い ます 私 た ち日 本人 で も、歴 史の 中の キ リス ト
教 史 とい った形 で 、思 想 ・文化 ・科 学 に 与え た影響 は知
っ てい ます が 、聖,韮}自体 の 寸三張 につ いて は 部分 的 、 あ る
いは ノ～而rl勺に しか知1らな いの で は な いで!_よ うカ＼.、そU)
中 には 人間 の 尊:厳や 生 きる意昧 な ど、 医学 を学 ぶ 者 と し
て示唆 され る所 が あ るば か りで は な く、 あ る いは そ れ以
Lの もの を 見出 され るで し 茎う.お 気 軽 に御 参 加下 さい、
`責 任 者 中村 文 裕)
mロm
フ フ ス ・ア ン サ ン ブ ル
金管 の深 く響.(庁 色 は中国4壬 年 の響 き、 天 に は竹 林
寺 、地 には 少林 寺 、 今 よみ が え る幻 の 音、,お客様 に も聴
かせ られ るt楽 で す .さ て 、管 楽 器 は バ ロ ック時 代 よ り
常 に その 音楽 形 式 を象徴 す る使 われ 方 を して きた。 フル
オ ー ケ ス トラの 音楽 が ク ラ シ ックのt,y[:rmxnkす 現 在 、 管
楽 器 だ けσ)素朴 な 音楽 が脚 光 をあび て い ます.市 内 で も
唯..・の プ ラ スア ンサ ンフル と して発 足 した 我 がサ ー ク ∫レ
も現 在 で は看 護 学 生 の 参加 を得 、 ブ ラスバ ン ドと して よ
り幅 広 い活動 を行 って いま す。 あ な た も管 楽 器 を通 して
中国4T一 の響 き を味 わ って み ませ ん か?








珍 無 ザ 、㌧ 顕
アマチュア無 線 同好会
うちの クラ ブで は、 コ ンテ ス トへ の 参 加 を中心 に活 動
して い ます,コ ンテ ス トとは、 一定 時 間 内 に交 信 した局
一/7一
数 に 交信 した国 の 数 や県 の 数 を乗 じたtイ ン トを競 う競
技 です 。他 に、 外 国局 との 交信 や、 ア ンテナ の製 作 な ど
の技 術 的 なこ と に も手 を出 して い ます 。 こん どマ イ コ ン
を使 って テ レタ イプ で もや ろ うか なあ と思 って い ます。
興唾 を お持 ちの 方 は 、第6セ ミナー 室 の窓 ぎわ の と ころ
まで是 非 ど うぞ。




k} 必 要 な
つ ど徴収
鳶 エ劃
4魎一4勿ALi 。JA-」 ンテ ス ト
%AI」LJARコ ンテ』ア、ト
1910/
0全rlf全 郡 コ ンテ ベ ト道 内511:〔
日本 アマ チ ュ ア無 線 連 盟
本誌「か ぐ らおか」の 表紙写 真が 第36号 よ りカ ラー
化 され る こ とに な り ま した。 学 生 ・教 員 の 皆 様 か
ら募 集 を して い ます が応 募 数 が 大変 少 いの で気 軽 に
どん どん応 募 して くだ さ い。作 品 は サ ー ビ スサ イズ
か らキ ャ ビ ネ判 まで の写 真 裏面 に学 生証 番 号(教 職
員 にあ っ ては所 属)、 氏 名 、題 名 を記人 し、学 生 課
学 生係 に提 出 して くだ さい 。出 品作 品は 原 則 と して
返 却 しな いの で あ らか じめ御 了承 くだ さ い,,な お写
真採 用者 には謝 金 を支 給 し ます 。 そ の他 、 不明 な点
等 は学 生 課 学生 係 まで お問 い合 せ ドさい。
(広 報 誌編 集 小委 員会)
礫i燃i鞘i鞘篶鰭灘 範緻一 灘 …耀 …一 燃i鰹i鰯鰭鷹鎌襯燃 襯一
思 い つ くまま に一.そ の3
巖 窟 王
専門 書は別 と して 、私 の 最 も好 き な1冊 の本 とい えば 、
フ ラ ンスの 文豪AlexandreDumas(1803～1870)の
「ComtedeMonte-Cristoモ ンテ ・ク リ ス ト伯」 を
跨踏 な し にあ げ る。 い や 、原 作 を 黒 岩 涙 香 が 翻 訳 した
「巖窟王 」を あげ るといった方 が正 しい。ほ かの 訳 者 の もの
も読 んで み た が、 無昧 乾 燥 な翻 訳 を終 章 ま で読 み通 す 忍
耐 力 を もた な か った。 あ る文学 全集 の1冊 に載 っ てい た
巖 窟{を 初 め て読 ん だ の は中 学 生の こ ろで あ る。 多 くの
愛 読 者 を もつ この 小説 は、 あ えて い えば 、無 実 の罪 に陥
れ られた1人 の 少 年 が 、 自分 の 生涯 をか け て遂 行 しよ う
とす る単 な る復 讐 の物 語 にす ぎな いが 、 黒岩 涙香 の 力強
くか つ流 麗 な文 勢 の魅 力 は、 ほ かの 出 版社 がだ してい る
訳 本 の比 で は ない 。
とこ ろで 、初 め て 手 に した 全集 の 巖 窟土 は 、何 人 かの
友達 に貸 して い る う ちに誰 か が紛 失 して しま った。 しか
し、 幸い に もあ る出版 社 か ら復刻 版 が で て早速 買 った も
のの 、不 思 議 な こ とに 、 これ も友達 の 手 を渡 り歩 いて い
る うちに行 方不 明 とな っ た。3度 目は 東京 の 古本 屋 で偶
然 に も件 の 全集 を発 見 し、ホ テ ルに戻 って本 代 をポ ケ ッ
トに再度 訪 れ た と ころ 、好 事 家 もい る もので既 に売 れ て
い たの に は驚 い た。 とこ ろ が、私 も以 外 に運 の 強 い と こ
ろ があ った。 数 年 前 、札 幌 の 友 人 が健康Lの こ とで 相 談
に来 た時 に、r_の よ うな話 を したの が幸運 の きっかけで 、
彼 の知 り合 い が持 っ て い た巖 窟王 の 初 版 本 を、私 の た め
に譲 り受 けて も ら った と知 らせ て く れ た 、 そ れ が現 在
私 の本 棚 で燦 然 と(?)耀 い て いる 巖窟 王 で あ り、 これ ま
で の経 緯 に懲 りたの で、 今後 は誰 にも貸 す まい と心 に き
め た。
さて、 前 置 きが長 す ぎた が 、 この小 説 の 中 に精 神科 医
に とっ て実 に興 味深 い 人物 が登 場 す る。 かっ てナ ポ レオ
ン党 の 勇者 で あ り、 今 は全 身不 随 で横 臥 した ま まの 「野
々内弾 正 」 が その 人 で あ る。彼 は 、野 心 家 蛭峰 検 事の実
父 で もあ る。 こ の野 々内 弾 正 老 の 状 態 を原 文 の ま まか
いつ ま んで 紹介 す る と、「1・年 ほ ど前 に急 激 な 中風 症 に襲
われ 、手 も足 も口 も利 けず 、身 体 中 で唯 動 く所 は眼 だ け
で す」「身 体 が利 かぬ だ け に ・切 の働 きが総 て眼 へ 集 ま っ
た の だ と医 者が言 ひ ます,,喜 び も悲 しみ も其 の他 心配 や
安 心 な ど を総 て眼 へ現 わ します 」「然 りと云 ふ時 には 、静
か に両 の 目 を閉 じて安心 の状 を示 す の だ 、 否 と云 う時 に
は忙 し く瞬 澄 す るの だ、其 外 に 右の 目 のみ を閉 じるの と、
左 の 目 の み を閉 じるの とYfs合四 個 の 符牒 が有 る1、1した が
って 、家 人 の協 力次 第 では 意思 表 示 が 充分 に可能 で あり、
決 して植 物 人 間 で はな い.そ こ で 、 この 老雄 は孫 娘 華f
の助 力 を得 て遺 言 状 を作 ろ うと す る。 つ ま り、「華rは 気
転 を利 かせ 、自 分 の 口 で母 音 の 丘文 字 を徐 々 と繰 返 す と
0(オ ー)の 字 に到 っ て又 眼 の 言葉 が 有 っ た、 今度 は更
と字 引 のNOの 部 で順 に ・字 づ っ指 さ して行 く とNO-
TARYの 語 に及 ん で留 ま った 、是 れは 公証 人 とい う心 な
の だ」「全身 不 随 、 口 さへ 利 け ぬ 人 が、遺 、キ状 を作 る とは
空 然 の 奇観 で あ る。」
もは や気 付 か れ たで あ ろ うが 、 こ の 病 像 こ そ ま さに
「と じこ め症候 群 」 そ の もの で あ り、1971年 ご ろ か ら
に わか に注 目 され る よ うに なっ た症候 群 で あ る,,こ の 作
中 人物 が_Dumasの 空 想 で 書 かれ た とは 到 底思 え ない,,
恐 ら くは 、 と じ こめ症 候 群 の 患 者 を目 の 当た り に して
その症 状 を克 明 に と ら え、登場 人物 に仕 ・Zてた に違 い な
い。Dumasが 今 か ら110年 以Fも 前 に生 きた人 で あ る こ
と を思 え ば、 そ の非 凡 な観 察 力 に感 じ入 るほ か は な く、
私 も医学 研 究 者 の末 席 をけ がす 身 と して 、「巖窟 王」 が ま
す ます 好 きにな るの で あ る。 ちなみ に、初 版 は昭 和4年
11月 に発行 され 、定 価 は1円80銭,、 明 文館 書店(東 京)
か らの もので あ る。(精 神 医 学 講座 教授)
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